
〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

3 年 昼夜 98 単位 36 単位 42 単位 20 単位 0 単位 0 単位

75 人 49 人 人 0 %
人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）
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 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

 計 ○○

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

4

2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 20

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号）

うち企業等と連携した演習の授業時数 0

うち必修授業時数 90

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 20

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 900

総授業時数 98

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 20

うち必修授業時数 2,460

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 900

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

ー

当該学科のホーム
ページURL

https://www.shikoku-dhc.com

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 2,740

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 900

うち企業等と連携した演習の授業時数 0

令和5年度卒業

歯科診療所

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 0
評価団体： 無し ー 評価結果を掲載した

ホームページＵＲＬ

■進学者数 0
■その他

年度卒業者に関する令和４年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

89

100

0

就職等の状況

■卒業者数 (C) 18
■就職希望者数 (D) 18
■就職者数 (E) 18
■地元就職者数 (F) 16

実技

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

学科の目的
地域の歯科医療に貢献できる者として、思いやりのある人間形成を目指し、歯科分野についての実践的な知識と技術を習得させ、社会人としての基礎能力を
養成しながらコミニケーション能力を身につけ即戦力となる歯科衛生士の養成に努めている。また、先進技術にも積極的に取り組める人材へと育てること
を目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

歯科衛生士国家試験受験所核取得、介護職員初任者研修取得、専門士称号
中退率　３．８％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験

医療 医療専門課程 歯科衛生士か 平成１０年文部科学省認定 令和2年4月20日
分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地
一般財団法人

四国歯科衛生士学院
昭和47年11月6日 小松原　富美

７７４－００３０
徳島県阿南市富岡町トノ町８１－１
０８８４（２２）０１４４

四国歯科衛生士専門学校 昭和45年6月27日 船奥　律子
７７０－８０２３
徳島市勝占町外敷地１６－３６
０８８（６５６９）０３６９

令和５年５月１日
職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別
①

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その
他の教育課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関
する基本方針

企業との連携に於いて、「歯科衛生士としての目標を定め、その為に必要な知識・技術を高め、常に行動できる歯
科衛生士を養成する。」ことと、連携を図ることにより、人材の専門性を向上させ地域振興と社会貢献を図り、業
界関係者等からの意見を聞きながら教育内容に反映させることを目的とする。また、学生アンケートを参考にしな
がら改善を図る。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム検討委員会より出された現状と計画等の報告を受け、専門的な立場にある委員会の意見・要請項目を
十分に生かしつつ、カリキュラム検討委員会にて審議後、校長の許可へ経てカリキュラムの決定を行う。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

寺内　裕晃 ㈱メディコム 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

橋本　千奈美 口腔保健センター心身障碍者歯科診療所 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

令和４年５月１日現在
名　前 所　　　属 任期

河野　美枝子 一般社団法人　徳島県歯科衛生士会 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

稲井　英一 事務長 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

増田　洋子 教務主任 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

藤中　恵子 ひまわり歯科 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

船奥　律子 校長 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

原　　幸 専任教員 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

下谷　洋子 専任教員 令和4年4月1日～
令和6年3月31日（２年）

※委員の種別の欄には企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（11月、3月）

（開催日時（実績））
第１回　令和４年11月2４日18:00～19:00
第２回　令和５年3月1６日19:00～20:00



（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
委員からの意見として「実習に於いて自信のある学生は積極的であるが、そうでない学生は消極的に映る」「コミ
ニケーションの苦手な学生が一部であが在籍している。」等の要望があり、新しく授業として取り入れるのではな
く、日頃の指導・放課後指導・実習指導員と密に連絡をとりながら日々、改善することが最適と確認した。
２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っているこ
と。」関係
（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
医療人としての自覚を養わせ歯科衛生士の業務を学習する。また、卒業後は即戦力となりえる知識と技術を身につ
けさせる。
（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

臨地実習Ⅱ

大学病院・歯科診療所・高齢者施設・障害者施設・保
育園・小学校等にて学内で学んだ講義や実習等で知
識・技術を実践として結びつけ理解できる能力を養

う。

徳島大学病院・四国セント歯科
等の35施設及び高齢者施設(阿南
荘)　・障害者施設（淡島園）保
育園（あけぼの保育園）・市町
村（美波町地域包括支援セン

ター）・小学校(千代小学校)の5
設を加えた施設

臨地実習Ⅲ

実習は選択制を採用し、大学病院・歯科診療所・高齢
者施設・障害者施設・保育園・小学校等にて学内で学
んだ講義や実習等で知識・技術を実践として結びつけ

理解できる能力を養う。

徳島大学病院・四国セント歯科
等の35施設及び高齢者施設(阿南
荘)　・障害者施設（淡島園）保
育園（あけぼの保育園）・市町
村（美波町地域包括支援セン

ター）・小学校(千代小学校)の5
設を加えた施設

授業科目「臨地実習」の中で1～3年生まで連携する企業に於いて職業実践のための実習を行う。
学習成果及び評価については、臨床・臨地実習現場にて効率的・積極的に学ぶために、実習施設から終了後に評価

を頂き、また、学校は実習報告会等を通して学生の評価を行う。
（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

臨地実習Ⅰ
歯科診療所にて座学で学んだ講義を生かしつつ、現場
を肌で感じ歯科医師・歯科衛生士の仕事を見学実習に

て行う。

神原歯科・四国セント歯科・米
沢歯科クリニック川原歯科医
院・板東歯科医院南昭和オフィ

ス等の3４施設と連携

研修名「令和4年度歯科衛生士専任脅威kん講習会Ⅱ」(連携企業等：全国歯科衛生士教育協議会）
期間:令和4年8月1日から5日　対象:専任教員
歯科衛生学につての講義

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
四国歯科衛生士学院専門学校、職員研修規程に基づき、研修計画を立て、計画に基づき研修を実施する。また、教員は職務の遂行に必要な知識・
技能等を習得するため、教員の経験に応じた体系的な研修を受講しなければならない。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



研修名「令和4年度歯科衛生士専任脅威kん講習会Ⅱ」(連携企業等：全国歯科衛生士教育協議会）
期間:令和4年8月1日から5日　対象:専任教員
歯科衛生学につての講義

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「歯科衛生士専任教員講習会Ⅴ」(連携企業:に全国歯科衛生士教育協議会）
期間:令和4年11月11日~13日　対象:歯科衛生士専任教員
内容:在宅歯科医療対応教員養成講座

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「令和４年度歯科衛生士専任教員講習会Ⅵ」（連携企業等：全国歯科衛生士教育協議会）
期間：令和４年12月17日（金）　　　　　対象：歯科衛生士専任教員
内容：多様化する社会を見据えた歯科衛生教育についての研修

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「令和4年四国地区歯科英紙絵師教育協議会」(連携企業:全国歯科衛生士教育協議会）
期間:令和4年8月18日、19日　　対象:歯科衛生士専任教員
内容：歯科衛生士学の境域に関する専門的研修



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか。
・学校に於ける職業教育の特色は出せているか。
・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか。
・学校の教育目標・特色・将来構想が学生・保護者等に周知されてい
るか。
・各学科の教育目標、人材育成像は学科等に対応する業界のニーズ
向けて方向づけられているか。

（２）学校運営

・目的、目標に沿った運営が策定されているか。
・運営方針に沿った事業計画が策定されているか。
・運営組織や意思決定機能は規則等於いて明確化されているか、有
効に機能している。
・人事、給与に関する規定等は整備されているか。
・教務、財務等の組織組織整備など意思決定システムは整備されてい
るか。
・業界や地域社会に対する対するコンプライアンス体制が整備されて
いるか。
・教育活動等に関する情報公開がなされているか。
・情報システム化等による業務の効率化が図られているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表して
いること。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させている
こと。」関係
（１）学校関係者評価の基本方針

自己点検及び評価結果に基づき、学校職員以外の関係者による評価を行うため、学校関係者評価委員会を設置し、委員
会よりの報告を受け、学校長は評価結果を教育活動及び学校運営の改善に活かすことを目的とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動

・教育理念に沿った教育課程の編成、実施方針が策定されているか。
・教育理念・育成人材等や業界ニーズを踏まえた学科の修業年限に対
応した教育
　到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか。
・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか。
・キャリア教育、実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育
方法の工夫、開発等が実施されているか。
・関連分野の企業・関係施設等や業界団体との連携によりカリキュラ
ムの作成、見直しがおこなわれているか。
・関連分野に於ける実践的な職業教育(産学連携によるインターシッ
プ、実技、実習等)が体系的に位置づけられているか。
・授業評価の実施・評価体制はあるか。
・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか。
・成績評価、単位評価、進級、卒業判定の基準は明確化になっている
か。
・資格取得に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づ
けはあるか。
・人材育成目標の達成に向け授業を行うことが出来る要件を備えた教
員を確保しているか。
・関連分野に於ける業界等との連携に於いて優れた教員(本務・兼任を
含む)を確保するなどマネージメントが行われているか。
・関連分野に於ける先端的な知識・技能等を習得するための研修や教
員の指導育成など資質向上のための取組が行われているか。
・職員の能力開発のための研修等が行われているか。



（６）教育環境

・施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるように整備されてい
るか。
・学内外の実習施設、インターシップ、海外研修について十分な教育
体制を整備しているか。
・防災に対する体制は整備されているか。

（７）学生の受入れ募集
・学生募集活動は適正に行われているか。
・学生募集活動に於いて教育成果は正確に伝えられているか。
・学納金は妥当なものとなっているか。

（８）財務

・中長期的に学校の財務基盤は安定していると言えるか。
・予算、収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。
・財務については会計監査が適正に行われているか。
・財務情報公開の体制は整備されているか。

（４）学修成果

・就職率の向上が図られているか。
・資格取得の向上が図られているか。
・退学率の低減が図られているか。
・卒業生、在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか。
・卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に
活用されて
　いるか。

（５）学生支援

・進路、就職に関する支援体制は整備されているか。
・学生相談に関する体制は整備されているか。
・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。
・学生の健康を担う組織体制はあるか。
・課外活動に対する支援体制は整備されているか。
・学生の生活環境への支援は行われているか。
・保護者と適切に連携しているか。
・卒業生への支援体制はあるか。
・社会のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか。
・高校、高等専修学校との連携によるキャリウ教育、職業教育の取組
が行
　われているか。

（９）法令等の遵守

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。
・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。
・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか。
・自己評価結果を公開しているか。



種別
業界団体
代表

業界代表

業界代表

卒業生代
表

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和４年5月1日現在
名　前 所　　　属 任期

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献、地域貢献を行っている
か。
・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか。
・地域に対する公開講座・教育訓練(公共職業訓練等を含む)の受託等
を積極的に
　実施しているか。

（１１）国際交流

板東　信幸 板東歯科医院南昭和オフィス 令和（４年4月1日～
令和６年3月31日（２年）

増田　陽子 ゆう歯科クリニック
令和（４年4月1日～
令和６年3月31日（２年）

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会
令和（４年4月1日～
令和６年3月31日（２年）

井内　孝次 ㈱エクセル歯科研究所
令和（４年4月1日～
令和６年3月31日（２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等



研修名「令和3年度歯科衛生士専任教員講習会Ⅵ」（連携企業等：全国歯科衛生士教育協議会）
期間：令和３年12月17日（金）　　　　　対象：歯科衛生士専任教員
内容：多様化する社会を見据えた歯科衛生教育についての研修

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 ・所在地　・連絡先　・沿革　・校長名　・教育理念　・教育目標
・令和元年度重点目標と計画　・学則

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ）

URL:https://shikoku-dhc.com
公表時期：令和４年７月１日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の
状況に関する情報を提供していること。」関係
（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

（５）様々な教育活動・教育環境 ・学校行事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・高校への分野別説明会・職業体験授業に参加

（６）学生の生活支援 ・就学支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学生の駐車場確保　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・課外活動(学生協主催)                                                                                ・就職支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・国試対策                                                                              

（７）学生納付金・修学支援 ・学生納付金の取扱い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・活用できる経済的修学支援処置の内容

（２）各学科等の教育
・収容定員数　・入学者数　・在学者数
・授業内容(シラバス、実務経験のある教員による授業科目）
・各学年の学習目標　・成績評価
・卒業の認定基準　・卒業者数　・卒業後の進路

（３）教職員 ・教職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教職員名及び授業科目等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教職員研修規程

（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・キャリア教育への取組状況

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
(ホームページ）URL:https://www.shikoku-dhc.com

公表時期:令和５年７月１日

（８）学校の財務 ・事業報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・決算報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・監査報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（９）学校評価 ・自己評価の報告 ・学校関係者評価の報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学生アンケートの:結果報告 

（１０）国際連携の状況
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1 〇 生物学
生体の構造を知るために、細胞の構造、働き及び生命現
象に関する基本的知識について指導する。

Ⅰ
・
前

30 2 ○ ○ ○

2 〇
生命倫理・医
の倫理

歯科医療における倫理の重要性を理解し、歯科衛生士の
責任と義務に関する基本的な知識や態度、考え方を学ぶ
と共に、歯科衛生士に求められる職業人としての心構え
やインフォームドコンセントに基づいた患者対応、医療
現場で必要となるコミュニケーション技術や行動科学に
ついて学習する。

15 1

3 〇
コンピュータ
スキル

１．パーソナルコンピュータおよびソフトウェア
（Word・Excel・PowerPoint等）に関する基本的な操作方
法を習得し，今後の学習に活かせるようになる。
２．効果的なプレゼンテーションが出来るようになる。

１
・
前

30 1 ○ ○ ○

4 〇
プレゼンテー
ションⅠ(臨床
実習

臨床・臨地実習現場での効率的に、積極的に学ぶために、実習の
事前学習、学んだことを振り返り、まとめ、発表することで学び
を深め共有するための科目

１
・
通

30 1 ○ ○ ○

5 〇

プレゼンテー
ションⅡ（前期
臨床実習・臨地
実習）

臨床・臨地実習の学びを充実させるために、実習の開始前・実習
中・終了後の学び方を学習し、主体性を持って学ぶことができる
能力を修得する。

2
・
前

30 1 〇 〇 〇

6 〇

プレゼンテー
ションⅢ（前期
臨床実習・臨地
実習）

これまでの歯科衛生士教育の中で学び、関心を持ったこ
と、発見したこと、探求したいと思ったことなどをテー
マに研究をすすめ、明らかにしたいことを科学的かつ理
論的に捉える思考を育てる科目である。

３
・
通

60 2 ○ ○ 〇

7 〇 実践歯科英語

国際化時代にともない、外国人が歯科医院を受診する機
会も増加している。歯科医師や歯科衛生士が臨床で頻繁
に使用する歯科用語や歯科表現を学び、実践で役立つ英
語を身につけることを目標とする

２
・
前

30 1 △ ○ ○ ○

8 〇
解剖・組織発
生・生理

人体の成り立ちを理解するために、骨格系、筋系、内臓
学、神経学、感覚器の肉眼解剖的構造を学習し、人体の
構造を系統的に理解する。また、組織発生に関する基本
的知識を習得する。

１
・
前

30 2 〇 ○ ○

9 〇
人間の行動と
心理

医療従事者は、信頼と信用を獲得しなければ、いくら説
明しも患者の口腔衛生と疾患の予防がきないことにな
る。また最近の人間関係の変化から予想もしないトラブ
ルに巻き込まれたりもする。さらに職場での人間関係に
も配慮することがじゅうようである。そこで臨床心理学
をベースにした人間理解について学ぶ。

３
・
前

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（○○専門課程○○学科）令和３年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



10 〇
人体の代謝と
機能

人体の生命現象を分子レベルの化学反応から理解するた
めに、人体の代謝と機能に関する基本的知識を習得す
る。

１
・
前

15 1 ○ ○ ○

11 〇 栄養・食生活
人間が生命を維持するために重要な栄養・食生活を理解
するために、栄養と食生活に関する基本知識を習得す
る。

１
・
通

30 2 ○ ○ ○

12 〇

歯・口腔の解
剖 ・ 組 織 発
生・生理（演
習）

歯科衛生士、社会福祉士であり、小中学校の児童生徒へ
の健康教育、高齢者の介護予防経験のある教員が、歯科
衛生業務を行ううえで必要な口腔の解剖の基本的な知識
を指導する。

１
・
通

45 3 ○ ○ ○

13 〇

歯・口腔の解
剖 ・ 組 織 発
生・生理（講
義）

顔面、口腔およびその周囲組織の成り立ちを理解するた
めに、口腔とその周囲組織の構造と機能に関する基本的
知識を修得する。また、歯科衛生士業務を行う上で、歯
種別の形態と特徴を理解する。

１
・
通

30 1 ○ ○ ○

14 〇
口腔の代謝と
機能

口腔における生命現象を分子レベルの化学反応から理解
するために、口腔における物質の代謝と機能に関する基
本的知識を習得する

１
・
前

15 1 ○ ○ ○

15 〇 病理学
口腔領域に発生する疾病の発生機序および病理学的特徴
を理解するために、疾病の概念、病因と病態に関する基
本的知識を修得する。

１
・
前

30 2 ○ ○ ○

16 〇 微生物学
口腔の常在微生物とそれらが原因となる疾患を理解するために、
微生物の基本的知識と感染によって生じる病態と生体の防御機構
としての免疫に関する基本的知識を修得する。

１
・
前

30 2 ○ ○ ○

17 〇 薬理学
薬物の性質、薬理作用、作用機序および副作用を理解す
るために、疾病の回復を促進する薬に関する基礎的知識
を修得する。

１
・
通

30 2 ○ ○ ○

18 〇 口腔衛生学
歯・口腔の健康に関わる社会の仕組みを理解し、歯科疾
患の予防能力を高める態度を養うために、歯・口腔の健
康と予防に関する基本的知識を修得する。

１
・
前

30 2 ○ ○ ○

19 〇 地域保健学

生活と健康に関わる社会の仕組みを理解し、地域社会に
おける保健対策の基本的な考え方を学び、地域集団に対
する疾病の予防能力を高める態度を養うために、健康に
関わる地域の役割に関する基本的知識を習得する。

1
・
前

15 1 ○ ○ ○

20 〇
衛生学・公衆
衛生学

様々な環境やライフステージにおける歯科医療に対応す
るために、健康と予防に関わる人間と社会の仕組みを理
解する。

2
・
通

15 1 ○ ○ ○

21 歯科衛生士と
法律・制度

日本の保健・医療・福祉制度と医事法制を理解し、歯科
衛生のあり方を考える態度を養うために、歯科衛生士に
必要な法律・制度に関する基本的知識を修得する。

3
・
通

30 2 〇 〇 〇

22 〇 統計活用法
現代社会のニーズに合った保健情報の取り扱いができる
ようになるために、関連する情報を把握し、衛生統計の
手法を修得する。

2
・
通

30 1 〇 ○ ○



23 〇
歯科衛生学総
論

歯科衛生業務を実践して人びとの健康づくりを支援する
ために、保健医療人としての基本的態度を理解し、多様
な科目において知識・技術を習得する態度を理解し、多
様な科目において知識・技術を習得する態度および論理
的思考法の基礎を習得する。

１
・
前

30 2 ○ ○ ○

24 歯科衛生士過
程

対象者の抱える問題点を解決するために，原因を明らか
にし，歯科衛生過程を用いて統括的に計画実施する歯科
衛生業務の臨床応用を学ぶ．

3
・
通

30 1 〇 〇 〇

25 〇 臨床歯科総論

大学病院で専門性の高い歯科放射線の臨床経験のある歯
科医師が、歯科衛生士として必要な放射線とその管理な
らびにフィルムの現像等の診療補助、基礎的な読影法を
指導する科目である。

1
・
通

30 1 〇 ○ ○

26 〇
保存修復学・
歯内療法学

大学病院で専門性の高い歯科保存の臨床経験のある歯科
医師が、歯髄疾患、根尖性歯周組織疾患の病因と病態お
よび治療法を指導する科目である。

1
・
通

30 1 〇 ○ ○

27 〇 歯周治療学

大学病院で専門性の高い歯周治療の臨床経験のある歯科
医師が、歯周病の原因や進行のメカニズムを理解したう
えで、どのような予防法・治療法が適切であるかを指導
する科目である。

1
・
通

30 1 〇 ○ ○

28 〇 歯科補綴学

歯を失った患者の気持ちに寄り添い、適切な歯科衛生業
務を行うために、歯と口腔，顎の機能の大切さを認識
し、補綴処置の診査・診断・治療・ケアについての知識
を修得する。

１
・
後

30 1 △ 〇 ○ ○

29 〇
口腔外科学・
歯科麻酔学

・歯科衛生業務を行うために必要な顎・口腔領域に生じ
る各種疾患の特徴と症状、診断法および治療法を理解す
る。
・歯科衛生業務を行うために必要な全身管理、局所麻
酔、精神鎮静法および全身麻酔を理解する。
・歯科衛生業務を行うために必要な顎・口腔領域に生じ
る各種疾患の特徴と症状、診断法および治療法を理解す
る。

1
・
後

30 1 〇 ○ ○

30 〇 小児歯科学
歯科衛生業務を行うために必要な小児の身体的・心理的
特徴と小児の歯科治療を理解する。

１
・
前

30 1 〇 ○ ○

31 〇 障害者歯科
歯科衛生業務を行うために必要な障害者の身体的・心理
的特徴と歯科治療を理解する。

１
・
後

30 1 〇 ○ ○

32 〇 歯科矯正学

顎顔面領域の成長・発達・歯列の咬合の発育を理解する
とともに、正常咬合、不正咬合についての知識を修得
し、予防、診断、治療の方法について理解する。また、
歯科矯正の分野に於ける歯科衛生士の役割について理解
する。

１
・
後

30 1 〇 ○ ○

33 〇 高齢者歯科学
高齢者に寄り添うことができる歯科衛生士になるため
に、高齢者を取り巻く環境や心身機能の変化を理解す
る。

2
・
通

30 1 〇 ○ ○

34 〇

全身管理と
周術期の口
腔健康管理

周術期の口腔機能管理のチーム医療の中で、歯科衛生士
としての役割を果たすために、全身疾患の把握および感
染防御、栄養サポートの取り組みを学ぶ。

3
・
通

30 1 〇 〇

35 〇
歯科予防処置
論Ⅰ（演習）

口腔や歯の疾患を予防し、人々の歯・口腔の健康を維
持・増進させるために専門的な知識、技術および態度を
修得する。

１
・
通

60 2 〇 ○ ○



36 〇
歯科予防処置
論Ⅰ（講義）

口腔や歯の疾患を予防し、人々の歯・口腔の健康を維
持・増進させるために専門的な知識、技術および態度を
修得する。

１
・
前

15 1 ○ ○ ○

37 〇
歯科予防処置
論Ⅱ（演習）

歯科臨床での歯周疾患やう蝕予防処置ができる歯科衛生
士になるために、知識や技術を修得する。

２
・
通

60 2 〇 ○ ○

38 〇
歯科予防処置
論Ⅱ（講義）

歯科臨床での歯周疾患やう蝕予防処置ができる歯科衛生
士になるために、知識や技術を修得する。

２
・
前

15 1 ○ ○ ○

39 〇
歯科予防処置
論Ⅲ

対象者の異なるニーズに応えることのできる歯科衛生士
になるために、一人ひとりに必要な歯科予防処置を考え
る能力を身につける。そのために歯科衛生過程を用いて
歯科予防処置を統括的に計画実施する臨床応用を学ぶ。
また、卒業後の臨床応用に発展することができるよう、3
年間の知識、技術をまとめる。

３
・
通

30 1 〇 ○ 〇

40 〇
歯科予防処置
論Ⅲ

対象者の異なるニーズに応えることのできる歯科衛生士
になるために、一人ひとりに必要な歯科予防処置を考え
る能力を身につける。そのために歯科衛生過程を用いて
歯科予防処置を統括的に計画実施する臨床応用を学ぶ。
また、卒業後の臨床応用に発展することができるよう、3
年間の知識、技術をまとめる。

３
・
通

15 1 ○ ○ 〇

41 〇
歯科保健指導
論Ⅰ（演習）

健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口腔の健康を維
持増進するために、プロフェッショナルケア・セルフケ
ア・コミュニティケアの基本となる知識、技術および態
度を修得する。

１
・
通

60 2 ○ ○ 〇

42 〇
歯科保健指導
論Ⅰ（講義）

健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口腔の健康を維
持増進するために、プロフェッショナルケア・セルフケ
ア・コミュニティケアの基本となる知識を修得する。

１
・
前

15 1 ○ ○ ○

43 〇
歯科保健指導
論Ⅱ（演習）

対象集団の口腔健康支援ができる歯科衛生士になるため
に、集団歯科保健指導の計画、実施ができる。

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

44 〇
歯科保健指導
論Ⅱ（講義）

健康教育活動の場で指導するために、必要な専門知識、
技術および態度を習得する。

２
・
通

15 1 〇 ○ ○

45 〇
歯科保健指導
論Ⅲ

生涯を通じた歯科保健指導と歯科衛生士の役割のあり方を学ぶ。2
学年の臨床・臨地実習での気づきや学びを深く探求し、基礎知識
と臨床での応用展開をつなげることを目的とする。

３
・
通

45 2 △ ○ ○ ○

46 〇
歯科診療補助
論Ⅰ（演習）

さまざまなライフステージにおける歯科診療に対応する
ために、歯科診療補助の概要を学ぶと共に基本的な歯科
診療の流れを学ぶ。

１
・
通

60 2 〇 ○ 〇

47 〇
歯科診療補助
論Ⅰ（講義）

さまざまなライフステージにおける歯科診療に対応するために、
歯科診療補助の概要を学ぶと共に基本的な歯科診療の流れを学
ぶ。

１
・
前

15 1 〇 ○ ○

48 〇
歯科診療補助
論Ⅱ（演習）

歯科衛生士として病態の判断・指導ができるようになる
ために、臨床検査の基本的知識と病気をもつ患者に対応
するうえで必要な態度と技能を修得する。

２
・
通

60 2 〇 ○ ○



49 〇
歯科診療補助
論Ⅱ（講義）

歯科衛生士として病態の判断・指導ができるようになる
ために、臨床検査の基本的知識と病気をもつ患者に対応
するうえで必要な態度と技能を修得する。

２
・
前

15 1 〇 ○ ○

50 〇
歯科診療補助
論Ⅲ

さまざまなライフステージにおける歯科医療に対応する
ために、専門的な歯科医療の補助に関する基礎的知識、
技術および態度を修得する。

３
・
通

75 3 △ 〇 ○ 〇

51 〇 臨地実習Ⅰ
歯科臨床における歯科衛生士の役割を理解するため、歯
科診療の臨床現場を見学し、どのような業務が行われて
いるのかを体験をとおして学ぶ。

１
・
後

45 1 〇 〇 〇

52 〇 臨地実習Ⅱ

修得した基本的な知識及び技能を、臨床実習現場でさら
に高めるとともに、患者さんやさまざまな歯科医療従事
者と深くかかわりをもつことで、歯科衛生士としての自
覚を高める。

２
・
通

450 10 〇 〇 〇

53 〇 臨地実習Ⅲ
将来の職場で活躍できる力を身につけるために、自ら高
い目標を掲げ、自律精神を養い、専門的に歯科衛生業務
を学ぶ。

3
・
通

405 9 〇 〇 〇

54 〇
臨地実習学習
法A

臨床実習の学びを充実させるために、実習の開始前・実
習中・終了後の学び方を学習し、主体性を持って学ぶこ
とができる能力を修得する。

２
・
後

30 1 〇 ○ 〇

55 〇
臨地実習学習
法B

専門的な歯科衛生士業務を修得するために、選択した
コースの実習内容を計画し、その学びを充実させること
を目的とする。実習の開始前、実習中、終了後の学び方
を学習し、臨床・臨地実習に対して主体性を持つ。

３
・
通

30 1 △ 〇 ○ 〇

56 〇
専門分野学習
法A

専門分野である歯科衛生学に関心を持ち、効果的、積極
的に学習する方法を身に付ける。

１
・
通

30 1 〇 〇 〇

57 〇
専門分野学習
法B

これまでの基礎知識を補いつつ、臨床で学んだこととを
結びつけ、知識を確かなものとする。資格試験にも対応
できる自分に合った学習方法を確立する。

３
・
通

30 1 △ 〇 〇 〇

58 〇 訪問介護技術
要介護者への歯科衛生業務を安全に行うために、介護や
社会福祉サービスの知識や技術を修得する。

２
・
通

130 3 〇 〇 ○

59 〇
ホ ス ピ タ リ
ティ

医療の場では医療者も患者も尊厳をもって病気を治す
ために共に歩む関係である。互いを認め合い、より良い
人間関係を築くために、社会人としての心身を整え、お
もてなしの心と接遇を学ぶ。

3
・
通

30 1 〇 〇 〇

科目合計 　単位時間(９８単位、２７４０時間)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

学年ごとに必須科目を習得したものは進級となる。また。全科目を履修し（２７
４０時間、９８単位）校長が適当と認めた者は卒業となる。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 21週

（留意事項）



１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。


